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窯入れ時、並べられた作品

土をろくろに乗せ成形する

天日干しで乾燥中の土と作品

窯から出たばかりの作品を見る青木さん

焼き締めに使う10トンの赤松薪 7昼夜交替で燃やし続ける 窯の温度を常に注視 窯から作品を出す“窯出し”

釉薬を使った作品

金花紋酒器
金の花が咲き乱れたような結晶模様。

金花紋抹茶碗

瑠璃釉雪降り鶴首花瓶
青地に雪が降りかかった
ような作品。

紫陽花釉丸瓶
紫陽花のように色の変化が美しい。

作品をみて笑顔がこぼれる 窯出しを終えての祝賀会

自性寺焼との出会い
　陶芸苑を開いたのちの昭和53
（1978）年、青木さんは当時の自
性寺焼の古窯跡の陶片をもとに調
査研究を重ね、辺りを駆け巡り下
秋間から産出する高品質な陶土を
およそ1,000万年もの前の地層か
ら見つけることができました。
　翌年、その近くに陶房里秋窯を
開設して自性寺焼を復興させるこ
とができました。青木さんの「そ
の地の土で焼き物をつくりたい」
という思いが叶った瞬間でした。
　昭和63（1988）年には、全長9
メートルの登り窯を築き、焼き締
めの技法を研究しました。
　青木さんの作品には、焼き締め
による作品と、釉薬を掛けて金の
結晶が花開いたような金花紋や、

木灰釉と藁灰釉を掛け合わせ、銅
とコバルトを加えた釉薬で紫陽花
のような紫色を発色させた鈞窯釉
などの独創的な作品があります。
　また、自性寺焼は県のふるさと
伝統工芸品にも指定されていま
す。

次の世代へ
　青木さんは、自性寺焼を次の世
代へと引き継ぐことが自分の使命
だと考えています。そのために
も、陶土の生成から作陶技術など
の技法を伝授し、一度消えてし
まった自性寺焼の灯がまた消えて
しまわないように、さらには、自
性寺焼を通じて、この地が、安中
市が発展していくことを切に願っ
ています。

この地の土で
　青木さんは、自性寺焼に携わ
る真の意味をこう語りました。
「秋間の地は長い歴史と良質の
資源を有している。遠い古代か
ら、焼き物はその時代の文化を
支えてきた。それぞれの地に
は、必ず何らかの焼き物が焼か
れ、人々の暮らしの中に溶け込
んできた。そんな文化を守りな
がら、私はこの地のこの土を焼
き続けたい。ほかの地にはない
土の温もりと、真に秋間の土産
であることに誇りを感じること
ができるからである。土へのこ
だわりは私の人生のこだわりな
のである」

青木　昇

現代の名工（卓越技能章）
黄綬褒章受章
市指定重要無形文化財
県ふるさと伝統工芸士

自性寺焼 里秋窯
安中市下秋間
4670－1

　取材時、広報担当を温かく迎え入れてくれた青木さん。
　写真は、焼き上がった作品を熱さの残る窯から取り
出し終えた瞬間。すべての工程を終え、最高の笑顔を
見せてくれた。その後、焼き上がった作品を目の前に
すると、安堵の表情から陶芸家「青木昇」としての表
情に。

↓焼き締め作品は、登り窯や穴窯にて
焼き、薪を燃やした灰が作品に付着し
て溶けることで生まれる「自然釉（ビー
ドロ）」などの独特の風合いがとても魅
力的です。窯入れ時の配置場所や焼い
ている際の灰の掛かり具合によって、作品ごとに異なる表
情が生まれ、ガスや電気の窯では決して表現できない非常
に難易度の高い技法により作られたものです。

中村　里峰

青木先生に師事
県ふるさと伝統工芸士

　大学を卒業後、平成元（19
89）年に青木さんの「里秋窯陶
芸塾」に入門。平成25（20
13）年4月から青木さんに弟子
入りし、本格的に作陶を始め

る。以後、青木さんにより復興された自性寺焼の美し
さや素晴らしさを後に継ぐ者として日々作陶に励み伝
統を受け継いでいる。
　近年、県内を中心に陶芸展の開催など文化を普及す
る活動なども行っている。
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